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3月
令和２年第１回定例会を、３月２日～１９日の
１８日間の会期で開催した。
条例の一部改正６件、条例の制定１件、補正予算
３件、当初予算７件、規約の変更１件、指定管理
者の指定３件、町道の認定１件、人事案件１件の
計 23 議案を審議し、可決・同意した。
また、専決処分事項の報告が１件あった。

■全員一致で可決した議案

議案番号 件名 概要

第２号
議案

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例の制定について

国の法律の一部改正に伴い、法律名の変更
や新たな規定が追加されたことによる、所要
の変更を行う

第３号
議案

吉田町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

国民健康保険税の賦課方式を、所得割・均
等割・平等割・資産割の４方式から、資産割
を廃止し３方式に改める

第４号
議案

吉田町監査委員に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

国の法律の一部改正に伴い、本条例で引用
している法律の条項にずれが生じたことによ
る、所要の変更を行う

第５号
議案

吉田町営住宅管理条例の一部を改正する条
例の制定について

国の法律の一部改正に伴い、法定利率の規
定が改められたことにより、本条例中の利率
について「年５分の割合」を「法定利率」に
改める

第７号
議案

吉田町特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

国の法律の一部改正に伴い、本条例中の文
言を法改正に沿った用語を改めるとともに、
幼児教育・保育の無償化の対象者及び食事
の提供に要する費用の取り扱いについての
条文を追加する

第８号
議案

吉田町交通安全指導に関する条例の制定に
ついて

国の法律の一部改正に伴い、新たに交通指
導員の位置付けを定める必要が生じたことに
よる

第９号
議案

令和元年度吉田町一般会計補正予算（第６
号）について

歳入歳出の総額から5,097万円を減額し、総
額を112億3,316万円とする補正。そのほか、
繰越明許費、地方債の追加・変更など

　　　＊詳細は6ｐへ
第10号
議案

令和元年度吉田町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第２号）について

歳入歳出の総額に858万円を追加し、2億
7,914万円とする補正

第11号
議案

令和元年度吉田町介護保険事業特別会計補
正予算（第２号）について

歳入歳出の総額から1,352万円を減額し、
20億1,009万円とする補正

第12号
議案 令和２年度吉田町一般会計予算について

歳入歳出予算の総額を、116億2,800万円
とする予算。そのほか、地方債・一時借入
金・歳出予算の流用を定める

＊詳細は4ｐへ
第13号
議案

令和２年度吉田町土地取得事業特別会計予
算について

歳入歳出予算の総額を、1,502万円とする
予算

第15号
議案

令和２年度吉田町後期高齢者医療事業特別
会計予算について

歳入歳出予算の総額を、2億9,270万円とす
る予算
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■賛否が分かれた議案　詳細は７ｐへ

議案番号 件名 概要

第６号
議案

吉田町学校施設使用条例の一部を改正する
条例の制定について

町内小中学校の体育館に空調設備を設置し
たことに伴い、使用料の変更を行う

第14号
議案

令和２年度吉田町国民健康保険事業特別会
計予算について

歳入歳出予算の総額を、27億2,267万円と
する予算。そのほか、歳出予算の流用を定
める

第18号
議案

令和２年度吉田町公共下水道事業会計予算
について

業務の予定量、収益的収入及び支出、資本
的収入及び支出、企業債、一時借入金など
を定める

■報告事項

第１号
報告

専決処分事項の報告について（令和元年度
都市計画下水道事業公共下水道吉田町浄化
センター反応タンク耐震補強工事請負契約
の変更）

令和元年度都市計画下水道事業公共下水道
吉田町浄化センター反応タンク耐震補強工
事請負契約の変更契約を締結したことの報
告

議
案
番
号

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

 

議
員
名

福
世
　
義
己

楠
元
由
美
子

盛
　
純
一
郎

中
田
　
博
之

平
野
　
　
積

山
口
　
一
博

蒔
田
　
昌
代

三
輪
美
由
紀

山
内
　
　
均

八
木
　
　
栄

河
原
崎
曻
司

大
石
　
　
巌

増
田
　
剛
士

第６号
賛成〇
反対×

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ＊
第14号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ＊
第18号 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ＊

賛成多数で可決　　　　＊法令の定めにより、議長に表決権はありません

第16号
議案

令和２年度吉田町介護保険事業特別会計予
算について

歳入歳出予算の総額を、20億4,107万円と
する予算。そのほか、歳出予算の流用を定
める

第17号
議案

令和２年度吉田町水道事業会計予算につい
て

業務の予定量、収益的収入及び支出、資本
的収入及び支出、企業債、一時借入金など
を定める

第19号
議案

静岡県市町総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び静岡県市町総合事務
組合規約の一部を変更する規約について

浅羽地域湛水防除施設組合が静岡県市町総
合事務組合から脱退すること、及び規約の
一部を変更する

第20号
議案 指定管理者の指定について 町立住吉コミュニティ防災センターの指定管

理者を「大浜自主防災会」を指定

第21号
議案 指定管理者の指定について

吉田町高齢者人材活用センターの指定管理
者を「一般社団法人　吉田町シルバー人材
センター」を指定

第22号
議案 指定管理者の指定について 吉田町神戸コミュニティ広場の指定管理者を

「北区自治会」を指定
第23号
議案 町道の路線認定について 北区下川原９号線（延長52.2ｍ幅員6.0～

10.0ｍ）の認定
第24号
議案

吉田町教育委員会教育長の任命につき同意
を求めることについて

３月末で退任した教育長の後任として、山田
泰巳氏を充てた人事案の同意
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【教育環境の充実】
	 公設学校の情報機器整備	 5,442 万円
	 教育指導用書籍の更新	 1,300 万円

【新たな安全と賑わいの創出】
	 総合体育館への空調設備の設置	 3 億 5,520 万円
	 防災行政無線移動系デジタル化整備工事	 4,841 万円
	 川尻地区道路冠水対策工事	 2,834 万円
	 同報無線アナログ親局更新工事	 1,790 万円
	 住吉地区浸水対策計画の策定	 1,148 万円
	 洪水ハザードマップ作成	 894 万円
	 静岡・相良線のバス停上屋等設置工事	 1,450 万円

【充実した子育て支援の実施】
	 ロタウイルス予防接種の実施	 316 万円

【その他】
	 外国語支援相談窓口の実施	 939 万円

令 和 2 年 度 の 主 な 新 規 事 業

令和２年度一般会計予算

予算総額　116億2,800万円

 

歳
　
　
入

問

国
の
法
人
税
制
改
正
に

つ
い
て
、
町
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

答

国
の
政
策
な
の
で
、そ
れ

に
伴
っ
て
予
算
を
組
み
立

て
て
い
る
。法
人
住
民
税
の

税
率
が
下
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、当
町
も
法
人
税
は

下
が
っ
て
い
る
。そ
の
分
が

法
人
事
業
税
交
付
金
と
し

て
歳
入
が
増
え
て
い
る
。

問

税
制
改
正
に
よ
り
法
人

税
を
引
き
下
げ
た
こ
と

で
、
町
の
自
主
財
源
の
割

合
は
、
前
年
度

64.4
％
か
ら

3.6
％
減
の

60.8
％
と
な
っ

た
。
自
主
財
源
の
将
来
の

予
測
は
ど
う
か
。

答

今
の
状
況
が
続
い
て
い

く
と
見
込
ま
れ
る
。

問

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答

今
後
検
討
し
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

問

今
後
、
経
済
状
況
の
変

化
で
固
定
資
産
税
・
法
人

税
・
町
民
税
の
滞
納
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答

個
別
に
納
付
方
法
を
税

務
相
談
で
対
応
す
る
。

ふるさとよしだ寄附金基金
充当事業

吉田町に寄せられた
ふるさとよしだ寄付金の
一部は、以下の事業に
充てられています。

災害に強く安心・安全に暮らせる
まちづくり	 3,462万円

誰もが健康でいきいきと暮らせる
まちづくり	 3,302万円

活力あふれる産業振興まちづくり	
	 1,512万円

魅力あふれる多様な交流を生む
まちづくり	 260万円

次世代を担う心豊かな人を育む
まちづくり	 3,386万円

豊かな自然と共生するまちづくり
　　　　	 1,195万円

行政と住民が一体となって取り組
むまちづくり	 102万円

一
般
会
計
予
算
審
議

28年度 29年度 30年度 元年度 今年度

9,592
11,498 10,637 10,783 11,628

単位 : 百万円

5カ年の推移　一般会計歳入歳出予算
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問
都
市
計
画
税
の
使
い
道
は
。

答

目
的
税
と
い
う
こ
と
で

条
例
に
基
づ
い
て
徴
収

し
、
都
市
計
画
事
業
に
充

当
し
て
い
る
。

問

町
債
と
、
そ
の
償
還
額

と
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
。

答

津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
る
と
い
う

中
で
、
起
債
残
高
が
一
時

的
に
増
加
し
た
が
、
本
年

度
を
ピ
ー
ク
に
、
後
は

減
っ
て
い
く
と
い
う
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
る
。

問

防
災
に
関
す
る
起
債
の

方
針
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。

答

守
ら
れ
て
い
る
。
対
象

の
事
業
か
線
引
き
を
し
っ

か
り
行
い
、
現
状
の
方
針

を
生
か
し
な
が
ら
財
政
規

律
を
保
ち
た
い
。

 

歳
　
　
出

総
務
費

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制

度
に
よ
っ
て
公
務
員
か
ら

私
人
に
な
る
こ
と
で
、
活

動
に
支
障
は
な
い
か
。

答

私
人
契
約
に
な
っ
て
も
、

活
動
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
予
算
措
置
を
し
て
い
く
。

問

FM
島
田
へ
当
町
が
提
供

し
た
情
報
の
内
容
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答

各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た

原
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て

い
る
が
、
実
際
の
放
送
内

容
ま
で
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
な
い
。

民
生
費

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
状
況
は
。

答

リ
ク
エ
ス
ト
会
員
は
現

在
88
名
。
サ
ポ
ー
ト
会
員

は
現
在
23
名
の
登
録
で
、

年
々
会
員
数
は
伸
び
て
い

る
状
況
。

衛
生
費

問

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

を
、
減
額
す
る
こ
と
で
効

果
が
半
減
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
今
後
の
進
め
方
は
。

答

譲
渡
会
な
ど
で
、
飼
い

主
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
減

ら
す
こ
と
を
重
視
し
、
今

後
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問

男
性
向
け
の
風
疹
抗
体

検
査
状
況
は
。

答

当
初
見
込
ん
で
い
た
抗

体
検
査
の
実
施
数
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
全
国
的

に
も
抗
体
検
査
の
実
施
率

が
低
い
と
い
う
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

問

今
後
の
周
知
方
法
は
。

答

ク
ー
ポ
ン
券
や
ハ
ガ
キ

を
郵
送
し
、
さ
ら
に
実
施

率
を
上
げ
る
た
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
個
別
の
通
知
で

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問

接
種
回
数
が
違
う
２
種

類
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

町
と
し
て
ど
ち
ら
を
使

用
す
る
と
い
っ
た
考
え
は

な
い
。
予
防
接
種
法
の
中

で
、
医
師
と
保
護
者
の
判

断
で
使
用
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
感
染
症
予
防
や
有
事

の
際
に
備
え
て
、
一
定
の

マ
ス
ク
の
備
蓄
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

現
在
備
蓄
し
て
い
る
マ

ス
ク
を
医
療
機
関
な
ど
に

配
布
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
有
事
の
際
に
備
え

る
対
応
を
、
マ
ス
ク
の
備

蓄
も
含
め
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

商
工
費

問

中
小
企
業
振
興
費
と
産

業
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ

の
対
応
や
今
後
の
対
策
は
。

答

国
か
ら
の
融
資
に
関
係

し
た
手
続
き
を
し
て
い
る

状
況
。
情
報
収
集
を
行

い
、
状
況
を
み
て
対
策
を

す
る
。

問

観
光
費
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

活
動
の
現
状
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答

展
望
台
小
山
城
と
売
店

を
、
既
存
の
観
光
施
設
の

資
源
と
し
て
活
用
し
、
町

外
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
る
。

　
　

今
後
は
、
シ
ー
ガ
ー
デ

ン
多
目
的
広
場
や
吉
田
漁

港
の
周
辺
を
観
光
資
源
の

一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い

き
た
い
。

現在ある備蓄マスクの主な配布先

●　幼稚園・保育園・学校
●　放課後児童クラブ
●　榛原総合病院などの医療機関

（3月末時点）

起債の方針とは

町は平成16年度から、町
債の発行高を逓減させる
ため、借入額は当該年度
の償還元金を上回らない
ことを方針に掲げている。
ただし東日本大震災後か
ら、町債の管理原則に都
市防災総合推進事業関連
の事業に係る町債発行残
高を除くという例外規定
を追加している。

（参考）
平成30年第1回吉田町議会定
例会
一般質問答弁より

吉田町ファミリー
サポートセンター

登録により、子育ての援助を受け
たい「リクエスト会員」と、子育
ての援助を行ってくれる「サポー
ト会員」が、地域で子育てを助け
合う有償の会員組織。

展望台小山城
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土
木
費

問

道
路
舗
装
は
、
国
か
ら

の
補
助
金
が
減
っ
た
分
を

一
般
財
源
で
補
い
、
当
初

の
予
定
ど
お
り
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答

国
の
補
助
金
を
使
っ
て

効
率
的
に
運
営
を
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　

た
だ
し
、
安
全
性
が
保

て
な
い
な
ど
、
緊
急
性
が

高
い
場
合
に
は
、
一
般
財

源
で
行
う
。

問

念
佛
橋
の
撤
去
が
橋
梁

補
修
調
査
に
な
っ
た
理
由

は
。
ま
た
、
利
活
用
は
あ

る
か
。

答

県
島
田
土
木
事
務
所
と

撤
去
に
向
け
て
の
河
川
協

議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
撤

去
工
事
が
非
常
に
厳
し
い

条
件
に
な
っ
た
。
再
度
方

向
性
を
見
直
し
、
利
活
用

を
含
め
て
検
討
す
る
。

消
防
費

問

新
し
い
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
い
つ
配
布
さ
れ

る
か
。

答

今
年
度
末
ご
ろ
に
配
布

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
変
更
さ
れ
る
内
容
は
。

答

千
年
に
一
度
と
言
わ
れ

る
最
大
規
模
を
想
定
し
、

河
川
ご
と
の
浸
水
深
や
浸

水
域
、
避
難
場
所
を
詳
し

く
載
せ
、
適
切
に
避
難
で

き
る
内
容
に
し
た
い
。

教
育
費

問

学
力
調
査
研
究
の
効
果

は
。

答

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

授
業
改
善
や
公
設
学
習
塾

で
活
用
し
て
、
学
力
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

問

総
合
体
育
館
へ
空
調
設

備
を
設
置
す
る
に
当
た

り
、
建
物
へ
の
影
響
は
な

い
か
。

答

設
計
事
務
所
か
ら
、
配

管
な
ど
の
軽
量
物
は
積
載

荷
重
の
範
囲
内
な
の
で
、

外
壁
へ
の
影
響
は
な
い
と

い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問

総
合
体
育
館
の
空
調
設

備
を
施
工
監
理
す
る
委
託

先
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

施
工
監
理
の
委
託
先
は

現
時
点
で
決
ま
っ
て
い
な

い
。
し
っ
か
り
し
た
品
質

管
理
が
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
、
適
切
な
所
に
委

託
で
き
る
よ
う
、
準
備
を

進
め
て
い
く
。

令和元年度　一般会計補正予算（第６号）
歳入歳出総額から５,０９７万円を減額し、総額１１２億３,３１６円とする

【主な特徴・増額分】
・心身障害者自立支援事業費　　４, ７４０万円　 　　・教育振興事業費� １億０, ２４４万円

【繰越明許となる主な事業】
・橋梁維持補修費（東臨港橋・大幡川幹線排水路等の事業）� ２, ７３０万円
・教育振興事業費（小中学校Ｗｉ―Ｆｉ環境整備事業）� １億６, ４２６万円

問

社
会
福
祉
費
が
毎

年
増
え
て
い
る
原
因

は
。

答

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
所
が
増
え
、
そ

れ
に
伴
い
利
用
者
が

増
加
し
た
た
め
。

問

小
中
学
校
の
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
取
付

工
事
で
、
設
計
監
理

委
託
料
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

答

区
切
ら
れ
た
中
で
の

工
事
と
な
り
、
子
ど

も
の
安
全
管
理
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
自

主
管
理
で
行
う
と
判

断
し
た
。
そ
の
た
め
、

設
計
監
理
委
託
料
が

減
額
と
な
っ
た
。

問

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
―

０
促
進
事
業
費
の
件

数
が
伸
び
な
か
っ
た

原
因
と
、
今
後
の
方

向
性
は
。

答

建
て
替
え
保
証
の
拡

充
に
よ
り
、
改
修
で

は
な
く
建
て
替
え
の

方
が
増
え
た
。
今
後

の
方
向
性
と
し
て
は
、

耐
震
診
断
が
終
わ
っ

て
い
る
方
を
中
心
に

個
別
訪
問
を
し
て
促

進
に
努
め
る
。

※
令
和
元
年
度
版

令
和
２
年
度
は
さ

ら
に
拡
充
予
定

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

念佛橋

吉田町総合体育館
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令和2年度特別会計予算 50億7147万円

	 特別会計（内訳）� 単位：万円

事業名 本年度予算額 前年度予算額 差引増額
土地取得事業 15,020 15,024 △4
国民健康保険事業 2,722,672 2,933,954 △211,282
後期高齢者医療保険事業 292,700 269,586 23,114
介護保険事業 2,041,079 1,988,683 52,396
合計 5,071,471 5,207,247 △135,776

	 水道事業会計� 単位：万円

区分 収入 支出 差額
収益的収支 605,688 553,793 51,895
資本的収支 150,959 443,487 △292,528

	 公共下水道事業会計� 単位：万円

区分 収入 支出 差額
収益的収支 763,844 745,757 18,127
資本的収支 997,964 1,004,692 △6,728
＊令和2年度予算から公共下水道事業の会計制度は地方公営企業法を適用し企

業会計方式に転換

特
別
会
計

地
方
公
共
団
体
の
官
庁
会
計
に
お
い
て
、
一
般
会

計
と
は
別
に
設
け
ら
れ
、
独
立
し
た
経
理
管
理
が

行
わ
れ
る
会
計
。

特
別
会
計
ご
と
に
予
算
を
も
ち
、
一
般
会
計
に
お

け
る
単
一
予
算
主
義
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と

な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

反
対
討
論（
大
石
　
巌
）

　

今
後
の
算
定
方
式
で

は
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
、
子
ど
も
が
増
え
れ

ば
保
険
税
の
算
定
も
増

え
る
。
所
得
割
を
主
体

と
し
た
方
式
に
改
め
る

べ
き
。

　

ま
た
、
全
国
知
事
会

や
全
国
市
長
会
か
ら
国

保
税
の
引
き
下
げ
要
求

が
あ
る
。
も
っ
と
引
き

下
げ
る
べ
き
。

賛
成
討
論（
平
野
　
積
）

　

国
保
税
の
算
定
方
式

の
う
ち
、
医
療
分
の
資

産
割
廃
止
に
よ
る
減
税

に
対
し
て
、
他
の
税
率

を
上
げ
な
か
っ
た
。
低

所
得
者
へ
の
７
割
、
５

割
、
２
割
の
軽
減
措
置

も
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
の
で
賛
成
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

公
共
下
水
道
事
業

問

古
川
橋
の
西
側
の

6
カ
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
腐
食
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
、
他
で
も

起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
の
検
査
計

画
や
維
持
管
理
方
法

は
。

答

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
の
中
で
、

今
後
5
年
に
1
度
定

期
的
に
点
検
し
て
確

認
し
て
い
く
。
調
査

点
検
し
た
上
で
、
維

持
管
理
し
長
寿
命
化

さ
せ
る
と
い
う
方
法

で
や
っ
て
い
く
。

反
対
討
論（
山
内
　
均
）

　

下
水
道
は
平
成
２
年

度
か
ら
30
年
度
ま
で
の

29
年
間
で
237
億
円
、
１

戸
当
た
り
827
万
円
の
費

用
が
か
か
っ
た
。

　

浄
化
槽
は
国
庫
補
助

事
業
の
算
定
で
１
戸
当

た
り
80
万
円
か
ら
100
万

円
で
設
置
で
き
、
負
担

が
少
な
い
。

　

北
区
や
計
画
外
地
域

は
税
の
負
担
の
み
で
公

平
で
な
い
。

　

工
事
費
用
・
期
間
の

短
縮
や
将
来
の
世
代
へ

の
負
担
を
考
え
れ
ば
、

合
併
浄
化
槽
に
よ
る
水

洗
化
を
図
る
べ
き
だ
。

賛
成
討
論（
大
石
　
巌
）

　

処
理
計
画
地
域
の
適

切
な
見
直
し
、
計
画
区

域
外
の
合
併
浄
化
槽
の

促
進
お
よ
び
整
備
完
了

地
域
の
更
な
る
加
入
率

の
向
上
を
町
民
の
理
解

の
う
え
促
進
し
て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

学
校
施
設
使
用
条
例
の

一
部
の
改
正
す
る
条
例

問

体
育
館
の
冷
暖
房

費
の
燃
料
代
を
、
施

設
使
用
料
に
加
算
し

て
料
金
設
定
を
し
た

理
由
は
。

答

年
間
を
通
じ
、
同

じ
団
体
が
使
用
し
て

い
る
た
め
、
施
設
使

用
料
金
に
含
め
た
。

反
対
討
論（
大
石
　
巌
）

　

空
調
を
使
用
し
な
い

時
期
、
団
体
・
競
技
も

あ
る
な
か
で
、
全
て
の

利
用
者
に
燃
料
代
を
負

担
さ
せ
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。

賛
成
討
論（
三
輪
美
由
紀
）

　

一
律
に
上
乗
せ
す
る

こ
と
で
、
空
調
利
用
が

し
や
す
く
な
り
、
熱
中

症
対
策
や
寒
い
時
期
で

も
、
快
適
に
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
環
境
を
整
え

や
す
く
な
る
。

賛
成
多
数
で
可
決
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衛
生
費

問

特
定
消
耗
品
費
の
内
訳

は
。

答

マ
ス
ク
12
万
枚
、
手
指

消
毒
剤(

４
ℓ)

65
本
、

非
接
触
式
体
温
計
５
台
で

あ
る
。

　

 (

※
予
算
で
す
の
で
、
こ
の
数
の
購
入

を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

問

購
入
予
定
の
備
蓄
マ
ス

ク
を
町
民
に
配
給
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

答

今
後
新
た
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
一

定
量
の
備
蓄
は
必
要
。
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

商
工
費

問

中
小
企
業
振
興
費
の
算

定
根
拠
は
。

答

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

を
参
考
に
、
県
内
平
均
融

資
金
額
２
千
万
円
、
融
資

利
率
最
大
1.4
％
、
件
数
200

件
、
対
象
期
間
3
ヶ
月
分

を
見
込
ん
で
算
定
し
た
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
国

や
県
に
よ
ら
ず
、
町
独
自

で
対
策
を
取
る
意
識
は
あ

る
か
。

答

今
回
の
利
子
助
成
金
の

よ
う
に
、
必
要
性
の
あ
る

も
の
は
町
単
費
で
も
行
う
。

　令和２年第２回臨時会

新型コロナウイルス感染拡大に対応する
　補正予算（１，５９０万円）を可決　

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

一
般
会
計
補
正
予
算
審
議

　令和２年第１回臨時会

ふるさとよしだ寄付金（ふるさと納税）額の増加に
　伴う補正予算（３,０００万円）を可決　

令和２年度一般会計補正予算(第1号)
歳入歳出総額に１,５９０万円増額し、総額１１６億４,３９０万円とする

補正予算(歳出)の内訳
　歳出　感染症予防費（特定消耗品費） 　	 １９０万円
　　　　中小企業振興費（経済変動対策貸付資金利子助成金）	 １,４００万円

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
を
４
月
６
日
に
開
催
し
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
５
件
、
補
正
予

算
１
件
の
計
６
議
案
を
審
議
し
、
全
員
一
致
で
可
決
・
承
認
し
た
。

ま
た
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告
が
１
件
あ
っ
た
。

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

を
２
月
５
日
に
開
催
し
、

補
正
予
算
１
議
案
を
審
議
し
、

全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

令和元年度　一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出総額に３,０００万円増額し、総額１１２億８,４１３万円とする

【主な特徴】
歳入　ふるさとよしだ寄付金　　　３，０００万円増額
歳出　ふるさと納税推進事業費　  １，４８８万円増額

問

ふ
る
さ
と
よ
し
だ
寄
付

金
の
増
額
を
３
，０
０ 

０
万

円
と
し
た
根
拠
は
。

答

こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、

前
年
度
比
2.5
倍
の
寄
付
が

見
込
ま
れ
る
と
し
て
計
算

し
た
。
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問

吉
田
Ｉ
Ｃ
周
辺
に

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

(

バ
ス
利
用
者
用
駐
車

場)

の
整
備
が
有
効
だ

と
考
え
る
が
、
そ
の
構

想
は
。

答

要
望
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
民
間

事
業
者
と
調
整
し
な
が

ら
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一

体
的
に
利
便
性
の
高
い

パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ

イ
ド
の
環
境
を
創
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問

役
場
前
歩
道
橋
は
建

設
か
ら
50
余
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
に
よ
る
維

持
コ
ス
ト
、
地
震
等
の

倒
壊
リ
ス
ク
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
懸
念
が

あ
る
。
町
は
こ
の
歩
道

橋
の
今
後
の
あ
り
方
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

役
場
前
の
歩
道
橋

は
、
県
か
ら
は
適
切
に

管
理
を
行
い
、
今
後
も

維
持
し
て
い
く
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
約

200
ｍ
東
に
押
し
ボ
タ
ン

式
信
号
機
と
横
断
歩
道

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
は
代
替
横
断
手

段
を
検
討
す
る
の
で
は

な
く
、
現
況
の
横
断
手

段
を
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

役
場
相
良
方
面
バ
ス

停
の
背
後
地
に
車
寄

せ
、
待
合
所
な
ど
で
の

利
活
用
の
計
画
は
。

答

背
後
地
は
現
在
役
場

庁
舎
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、

今
後
必
要
に
応
じ
て
整

備
し
て
い
く
役
場
用
地

で
は
あ
る
が
、
現
段
階

で
の
具
体
的
な
計
画
は

な
い
。

問

臨
時
休
校
に
際
し
て
、

各
学
年
の
期
末
の
学
習

単
元
の
不
足
は
ど
の
よ

う
に
補
う
予
定
か
。

答

未
学
習
の
単
元
が
生

じ
て
い
る
教
科
の
中
で

学
び
残
し
て
は
い
け
な

い
も
の
は
し
っ
か
り
記

録
し
、
次
年
度
に
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

問

本
年
度
卒
業
生
を
元

気
づ
け
る
た
め
に
、
学

校
ま
た
は
町
で
、
何
か

配
慮
し
て
や
れ
る
こ
と

は
な
い
か
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
先
行
き
が

ど
う
な
る
か
判
然
と
し

な
い
現
時
点
に
お
い
て

は
、
そ
う
し
た
も
の
の

具
体
的
な
計
画
を
立
て

る
状
況
に
は
な
い
と
考

え
る
。

　

特
急
静
岡
相
良
線
の
町
内
各
バ
ス
停
に
つ
い
て
、
利
便
性
・
利
用
率

向
上
の
た
め
、
役
場
周
辺
施
設
の
整
備
、
吉
田
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
構
想
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
町
内
小
・
中
学
校
休
校
措
置
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
。

問
question

吉
田
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
駐
車
場
整
備
構
想
は

答
answer

タ
ー
ミ
ナ
ル
化
と
併
せ
て
環
境
を
創
出

盛　純一郎 議
員

休
校
措
置
に
関
し
て

吉田ＩＣ入口バス停

役場前歩道橋

吉田町役場バス停背後地
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問

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実

行
・
評
価
・
修
正
）
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
行
政
評

価
の
運
用
で
効
率
的
・

効
果
的
な
行
財
政
運
営

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
は
２
年
周
期
で
行
わ

れ
て
い
る
（
図
１
、
前

年
度
の
施
策
を
本
年
度

に
評
価
し
、
次
年
度
の

計
画
を
立
て
る
）。
こ
れ

で
は
基
本
計
画
実
現
に

遅
れ
を
と
ら
な
い
か
。

答

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

構
築
時
に
そ
れ
は
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。
現

在
は
行
政
評
価
の
大
き

な
流
れ
は
維
持
し
つ
つ

も
、
予
算
編
成
は
当
年

の
実
績
お
よ
び
見
通
し

を
加
味
し
て
実
施
し
て

い
る
。

問

基
本
計
画
実
現
の
た

め
の
年
度
目
標
を
掲
げ

て
実
行
し
、
実
績
お
よ

び
見
通
し
で
評
価
・
修

正
、
次
年
度
計
画
を
立

て
る
単
年
度
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
シ

ス
テ
ム
は
ど
う
か
。

答

我
々
も
そ
う
考
え
、

実
際
に
は
年
度
目
標
を

具
体
的
に
立
て
て
実
施

計
画
を
策
定
し
、
予
算

に
反
映
し
て
い
る
。
予

算
あ
り
き
で
は
歪
ん
だ

も
の
に
な
る
と
考
え
、

検
討
し
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
を
ど
う
公
表
す

る
か
に
つ
い
て
は
工
夫

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
「
第
５
次
吉
田
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。

基
本
計
画
は
基
本
構
想
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の

方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。
基
本
計
画
実
現
の
た
め

の
行
政
評
価
に
課
題
は
な
い
と
の
答
弁
に
対
し
て
質
問
を
行
っ
た
。

問
question

行
政
評
価
の
課
題
は

答
answer

課
題
と
捉
え
て
い
る
も
の
は
な
い

平 野　 積 議
員
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問

「
核
兵
器
廃
絶
平
和

の
ま
ち
宣
言
」
に
よ
る

平
和
の
取
り
組
み
の
評

価
と
新
た
な
事
業
計
画

は
あ
る
か
。

答

平
成
10
年
に
町
民
有

志
か
ら
請
願
が
議
会
に

提
出
さ
れ
、
同
年
６
月

に
議
会
で
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、「
核
兵

器
廃
絶
平
和
の
ま
ち
宣

言
大
会
」を
開
催
し
た
。

・
宣
言
文
の
ポ
ス
タ
ー
を

役
場
庁
舎
、
公
民
館
、

各
自
治
会
、
小
・
中
学

校
、
金
融
機
関
な
ど
に

配
布
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

・
懸
垂
幕
を
作
成
し
、
毎

年
８
月
に
役
場
庁
舎
に

掲
出
し
て
い
る
。

・
８
月
６
日
・
９
日
に
、

被
爆
者
へ
の
追
悼
と
し

て
同
報
無
線
で
放
送
を

行
っ
て
い
る
。

・
毎
年
の
「
原
水
爆
禁
止

平
和
行
進
」
へ
町
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

て
い
る
。

・「
平
和
首
長
会
議
」
に

県
内
全
市
町
が
加
盟
し

て
い
る
。

　
　

平
和
の
町
宣
言
の
趣

旨
は
町
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
定
着
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後

も
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
に
向
け
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
。

問

核
兵
器
も
戦
争
も
な

い
平
和
な
世
界
を
つ
く

る
た
め
の
教
育
を
ど
う

考
え
る
か
。

答

憲
法
前
文
「
恒
久
の

平
和
を
念
願
し
」
と
あ

る
よ
う
に
平
和
を
希
求

す
る
精
神
は
大
切
で
あ

り
、
教
育
基
本
法
で
も

示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
平
和
に
関
す
る

教
育
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
。

問

平
和
教
育
の
一
環
と

し
て
、
当
町
で
も
中
学

生
を
広
島
・
長
崎
へ
研

修
派
遣
で
き
な
い
か
。

答

平
和
に
関
す
る
授
業

の
充
実
が
大
切
で
あ

り
、
現
時
点
に
お
い
て

研
修
派
遣
は
考
え
て
い

な
い
。

　

吉
田
町
の
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
の
ま
ち
宣
言
」
か
ら
22
年
が
た
ち
、

今
年
は
広
島
・
長
崎
の
被
爆
75
年
、
ま
た
、
国
連
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不

拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る
年
で
も
あ
る
。

　

平
和
行
政
・
平
和
教
育
の
一
層
の
推
進
を
求
め
、
質
問
し
た
。

問
question

平
和
行
政
・
平
和
教
育
の
推
進
を

答
answer

世
界
の
恒
久
平
和
実
現
に
向
け
取
り
組
む

大 石　 巌 議
員毎年８月に図書館で開催される「榛南

平和展」（主催：榛南平和の会）

自治会連合会が取り組んだ19,675名の署名に
対し、国連からの感謝の手紙を報じる「広報
よしだ」No488号

11 よしだ議会だより 第97号

町政を問う



　

下
水
道
事
業
と
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
と
の
違
い
を
鮮
明
か
つ
明

確
化
し
て
、
下
水
道
事
業
か
ら
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
へ
の
政
策
転

換
に
よ
る
、
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
べ
き
と
の
考
え
で
質
問
を
し
た
。

問
question

下
水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
政
策
転
換
は

答
answer

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
策
定
で
普
及
を
検
討

問

平
成
30
年
度
末
の
下

水
道
排
水
設
備
設
置
状

況
で
、
完
成
戸
数
な
ど

設
置
の
状
況
は
。

答

設
置
完
了
戸
数
は

３
３
１
０
戸
、
転
出
等

446
戸
、
設
置
累
計
は

２
８
６
４
戸
で
あ
る
。

問

合
併
浄
化
槽
は
下
水

道
と
比
較
し
、
費
用
・

期
間
と
も
有
利
で
あ

る
。
排
水
環
境
問
題
と

合
わ
せ
て
浄
化
槽
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
町

の
考
え
は
。

答

合
併
浄
化
槽
は
公
共

下
水
道
と
並
ぶ
生
活
汚

水
対
策
の
柱
で
あ
る
。

維
持
管
理
な
ど
事
務
に

お
け
る
課
題
は
多
い

が
、
健
全
な
水
環
境
構

築
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

個
人
設
置
型
の
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
、
合

併
浄
化
槽
の
普
及
促
進

を
検
討
し
て
い
く
。

問

合
併
浄
化
槽
に
方
向

転
換
で
き
な
い
理
由
は
。

答

合
併
浄
化
槽
が
有
利

か
ど
う
か
整
理
の
必
要

が
あ
る
。
吉
田
町
下
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
中

で
、
よ
り
よ
い
も
の
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

合併浄化槽に係る国庫助成の概要（標準的な工事費用）
設置整備事業（個人設置型）
国庫助成対象額（4割）

市町村整備推進事業（市町村設置型）
国庫助成対象額（10割）

５人槽（通常型）	 83.7万円	 （高度型）102.0万円
７人槽（通常型）	104.3万円	 （高度型）113.4万円

環境省：第15回　制度・地方行財政WG説明資料より

事業費に対する　１戸当たりの費用（設置累計2,864戸）
公共下水道事業費

827万円
建設費
748万円

管渠建設費
514万円

平成２年度から平成30年度までの29年間に要した費用
総　事　業　決　算　額

347
億

4,800
万円

公　共　下　水　道　事　業　費 公債費

236
億
9,600
万円

建　設　費 維持管理費

110
億

5,100
万円

214
億
1,700
万円

管渠
建設費

浄化セ
ンター 22

億
7,900
万円

管渠維
持管理

浄化セ
ンター

147
億
2,400
万円

66
億

9,300
万円

1
億

6,500
万円

21
億

1,400
万

公共下水道事業費内訳表　（吉田町上下水道課資料） 山 内　 均 議
員
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問

公
園
周
辺
に
は
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

が
片
岡
区
に
６
カ
所
、

北
区
に
５
カ
所
あ
る
。

こ
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
の
安
全
対
策
は
。

答

町
は
土
砂
災
害
「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
防
災
訓
練
を
実

施
し
避
難
経
路
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

県
は
擁
壁
工
や
法
面

工
で
崩
壊
防
止
工
事
を

実
施
し
て
い
る
。

問

能
満
寺
山
公
園
へ
の

進
入
路
の
拡
幅
は
。

答

中
瀬
北
原
一
号
線
は

片
岡
地
区
の
東
西
を
結

ぶ
主
要
な
道
路
で
、
能

満
寺
山
周
辺
整
備
計
画

を
進
め
、
地
権
者
の
ご

協
力
で
事
業
を
進
め
た

い
。

問

念
佛
橋
は
老
朽
化
の

た
め
に
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
る
が
、
歩
道
橋

に
修
復
し
活
用
で
き
な

い
か
。

答

島
田
土
木
事
務
所
と

河
川
協
議
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
橋
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
利
活
用
を

含
め
た
再
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

問

能
満
寺
山
公
園
南
側

へ
の
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
は
で
き
な
い
か
。

答

町
で
は
、「
住
民
が

ス
ポ
ー
ツ
を
い
つ
で
も

楽
し
め
る
町
」
を
目
指

し
て
い
る
が
、
こ
の
エ

リ
ア
で
の
グ
ラ
ン
ド
整

備
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
　

十
分
な
時
間
を
か
け

て
整
備
方
針
を
検
討

し
、
適
正
な
用
地
を
選

定
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

展
望
台
小
山
城
が
あ
る
能
満
寺
山
公
園
は
、
シ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
の
中
で
も
主
要
な
賑
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
公
園
周
辺
は
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
質
問
し
た
。

問
question

問　

能
満
寺
山
公
園
の
基
盤
整
備
は

答
answer

答　

賑
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
計
る

河原崎曻司 議
員

展望台小山城としらすのまどぐち

「吉田町土砂災害（特別）警戒区域の指定箇所一覧表（急傾斜地の崩壊）」
（指定年月日：平成30年2月2日　告示番号：第72号）

区域名 所在地
区域指定 急傾斜地崩壊危険箇所

（参考）
イエロー レッド 危険箇所番号 箇所名

片岡字山ノ腰 榛原郡吉田町片岡字山ノ腰 〇 〇 108-Ⅱ-2731 寺門前
山ノ根 榛原郡吉田町片岡字山ノ腰 他 〇 〇 108-Ⅰ-1868 山ノ根
横山Ａ 榛原郡吉田町片岡字山ノ腰 〇 〇 108-Ⅰ-1870 横山(1)
横山Ｂ 榛原郡吉田町片岡字横山 他 〇 〇 108-Ⅰ-1871 横山(2)
片岡東原Ａ 榛原郡吉田町片岡字東原 〇 〇 108-Ｓ-5001 片岡
片岡東原Ｂ 榛原郡吉田町片岡字東原 〇 〇 108-Ｓ-5002 神戸Ａ
神戸向原Ａ 榛原郡吉田町神戸向原 〇 〇 108-Ⅱ-2733 向原(1)
神戸向原Ｂ 榛原郡吉田町神戸向原 〇 － 108-Ⅱ-2732 向原
神戸向原Ｃ 榛原郡吉田町神戸向原 〇 〇 108-Ｓ-5003 神戸Ｂ
神戸向原Ｄ 榛原郡吉田町神戸向原 〇 〇 108-Ｓ-5004 神戸Ｃ
神戸向原Ｅ 榛原郡吉田町神戸向原 〇 〇 108-Ｓ-5005 神戸Ｄ
神戸中原 榛原郡吉田町神戸中原 〇 〇 108-Ｓ-5006 神戸Ｅ
注）「イエロー」は、「土砂災害警戒区域」を、「レッド」は、「土砂災害特別警戒区域」を示す。

吉田町地域防災計画から
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1
月
20
日

協
議
事
項

　
近
隣
市
町
と
の
比
較
か
ら
今

後
の
調
査
項
目
と
し
て
以
下
の

事
業
を
挙
げ
た
。

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
対
象
者
要
件
に
関
し
て
、
当

町
、近
隣
市
町
を
再
調
査
す
る
。

福
祉
課
と
意
見
交
換
を
す
る
。

②
吉
田
町
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
事
業

　
サ
ー
ビ
ス
の
実
情
を
把
握
す

る
べ
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
意
見
交
換
を
福
祉
課

に
申
し
込
む
。

③
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　
「
日
中
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
」

が
支
援
の
対
象
に
な
ら
な
い

か
、
緊
急
通
報
に
つ
い
て
利
用

促
進
を
図
る
方
法
を
福
祉
課
と

意
見
交
換
を
す
る
。

④
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

　
高
齢
者
の
緊
急
通
報
に
つ
い

て
実
情
と
課
題
な
ど
を
福
祉
課

と
意
見
交
換
を
す
る
。

・
①
、②
を
優
先
的
に
進
め
る
。

3
月
11
日

　
次
の
４
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
、
近
隣
市
町
と
の
比
較
か

ら
当
町
の
事
業
内
容
に
つ
い
て

の
質
問
事
項
の
説
明
を
福
祉
課

に
求
め
た
。

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て

②
吉
田
町
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
事
業

・
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て

③
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

・
現
状
把
握

・
事
務
手
続
き
等
に
つ
い
て

④
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

・ 

現
状
把
握

　
現
状
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も

と
に
、ま
と
め
の
作
業
に
入
る
。

　
議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

す
る
。委

員
長　
　
蒔
田　
昌
代

２
月
13
日

委
員
長
案
を
基
に
今
後
の
進
め

方
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

調
査
内
容
と
し
て

　
①
し
ら
す
加
工
業

　
②
う
な
ぎ
加
工
業

　
③
細
幅
織
物
業

の
順
番
で
実
施
す
る
。

次
回
、
産
業
課
と
の
意
見
交
換

を
行
う
。

3
月
11
日

産
業
課
か
ら
し
ら
す
加
工
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

１　
補
助
金
の
利
用
件
数
と
そ

の
周
知
は

・
煮
干
し
協
同
組
合
へ
１
件

(

限
度
額
４
万
円)

。

毎
年
町
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
出
店

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
知
は

行
き
届
い
て
い
る
と
考
え
る
。

２　
外
部
団
体
や
共
同
事
業
の

会
議
の
回
数
と
内
容
は
。

・
産
業
委
員
会
と
年
１
回
、
事

業
計
画
な
ど
を
会
議
。
煮
干

し
協
同
組
合
と
は
、「
し
ら

す
の
ま
ど
ぐ
ち
」
の
開
設
時

に
、協
議
し
て
い
る
。

３　
Ｐ
Ｒ
事
業
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
と
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
の
効
果

は
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
始
め
た
他
、「
し

ら
す
の
ま
ど
ぐ
ち
」
の
企
画

の
提
案
、
売
店
の
レ
イ
ア
ウ

ト
構
成
、
月
一
回
の
し
ら
す

の
試
食
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
２
月
末
ま
で
の
来
客
数

は
４
４
３
６
人
と
増
え
て
い

る
。

　
議
会
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

す
る
。

　
委
員
長　
三
輪
美
由
紀

産業建設常任委員会報告
　　　地場産業の活性化について

総務文教常任委員会報告
　　　ひとり暮らし高齢者世帯及び
高齢者のみ世帯の支援策について

調 査 事 項

調 査 事 項

しらすのまどぐち　

14よしだ議会だより 第97号



親
子
で
作
ろ
う
住
吉
凧

　
住
吉
凧
に
つ
い
て
、
吉

田
町
凧
の
会
会
長
の
柴
原

務
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

住
吉
凧
の
歴
史
に
つ
い
て

　
伝
承
に
よ
る
と
甲
斐
の
武

田
信
玄
が
築
い
た
小
山
城
を

徳
川
家
康
が
包
囲
攻
撃
し

た
。
武
田
の
援
軍
は
大
井
川

の
対
岸
に
布
陣
し
て
い
る

が
、
豪
雨
が
続
き
川
が
氾
濫

し
て
連
絡
が
取
れ
な
い
。
こ

の
と
き
城
代
大
熊
長
秀
は
大

凧
を
作
ら
せ
、
こ
れ
に
密
書

を
結
び
付
け
、
夜
陰
こ
れ
を

揚
げ
連
絡
に
成
功
し
た
。
こ

れ
が
住
吉
凧
の
起
源
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
、
吉
田
村
で
は
、
男
子

が
生
ま
れ
る
と
競
っ
て
大
凧

を
注
文
し
、
初
節
句
を
祝
っ

て
住
吉
の
浜
で
凧
揚
げ
祭
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
ま
で

続
い
て
い
た
が
、
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和

59
年
に
吉
田
町
商
工
会
が
郷

土
産
品
掘
り
起
こ
し
事
業

で
、
住
吉
や
大
幡
の
旧
家
に

保
存
さ
れ
て
い
た
凧
を
も
と

に
復
元
さ
れ
、
再
び
住
吉
凧

は
復
活
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
凧
に
は
形
や
素
材
・
色
づ

か
い
な
ど
に
地
域
性
が
あ
り

ま
す
。
絵
に
も
特
徴
が
あ

り
、
住
吉
凧
に
は
よ
く
馬
に

乗
っ
た
武
士
が
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
珍
し
い

絵
柄
で
特
に
人
気
が
あ
る
そ

う
で
す
。

会
長
の
凧
へ
の
思
い

　
吉
田
町
凧
の
会
の
柴
原
氏

の
凧
揚
げ
の
思
い
出
は
、
８

才
（
小
学
一
年
生
）
の
時
、

当
時
は
お
金
が
無
か
っ
た
の

で
一
日
５
円
の
小
遣
い
を
貯

め
て
、
住
吉
に
あ
っ
た
駄
菓

子
屋
で｢

二
枚
凧｣

（
駿
河

凧
）
を
15
円
で
買
っ
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
麦
畑

で
凧
揚
げ
を
し
て
、
よ
く
糸

が
絡
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
住
吉
で
は
、｢

田
村
の
大

凧｣

が
部
屋
の
天
井
に
飾
っ

て
あ
る
お
宅
が
よ
く
見
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
か
こ
の

大
凧
を
揚
げ
て
み
た
い
な
あ

と
思
い
、
凧
を
作
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

凧
づ
く
り
教
室

　
今
年
は
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
吉
田
町
で
は
毎
年

｢

住
吉
凧
づ
く
り
教
室｣

を
開

催
し
て
い
て
い
ま
す
。
親
子

で
伝
統
あ
る
住
吉
凧
づ
く
り

を
楽
し
み
、
自
分
で
作
っ
た

凧
を
凧
揚
げ
ま
つ
り
会
場
で

揚
げ
て
み
る
の
も
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

吉
田
町
凧
の
会
紹
介

議会改革目標に対する
議会の自己評価の結果令和元年度

目標 取組内容 評価 評価理由

議会の
活性化

・より良い議案審議が行われるよう、審
議方法を検討し、実施する。

・議員間の情報共有化を目指した議会で
のＩＣＴ活用を推進するため、新たな
システムを検討し、実施する。

×
・議会運営委員会において、審議方法に関す
る議論はあったが、実施するまでには至ら
なかった。
・議会改革推進会議においてタブレット使用
に関する提案はあったが、進まなかった。

情報発信
の充実

・議会の情報公開手段である議会広報、
議会報告会の充実、新たなシステムを
検討し、実施する。

×
・議会広報、議会報告会の改善を図ったが、
その決定に至るまでの議論に不足があっ
た。

町民意見
の反映

・町民の意見を共有化する議員懇談会を
少なくとも年８回実施する。

・町民との意見交換を活発に行い、町民の
多様な意見を的確に把握し、町政に反映
させるための方法を検討し、実施する。

△
・議員懇談会を７回行い、情報の共有化は図
られた。
・議会報告会での意見は町政に反映させるこ
とができたが、出前会議に関しては町民か
らの要望なく、開催されなかった。

評価基準は『設定以上にできた⇒◎、設定どおりにできた⇒○、設定には足りなかった⇒△、出来なかった⇒×』
【特記事項】本年度、議会の懸案であった「吉田町議会議員政治倫理規程」を制定した。

議会だより(96号)のお詫びと訂正
２月12日に発行しました議会だよりの16ページ「議会の傍聴においでください」のなかで誤りがありました。以下の通り
訂正しお詫びいたします。
誤）平成2年第1回吉田町議会定例会　→　正）令和2年第1回吉田町議会定例会
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まちの話題

議会報告会の延期について
　例年5月下旬に行っております議会報告会につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため延
期とさせていただきます。なお、開催時期につきましては未定となっております。
　町民の皆さまにおかれましては、御理解いただきますようお願いいたします。

里人こぞる（自彊小学校）

吉田公園　チューリップ

しらす漁解禁

林泉寺の長藤

　
免
疫
と
は
、体
内
で
発
生
し
た

ガ
ン
細
胞
や
外
部
か
ら
進
入
し

た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
撃

退
す
る
自
己
防
衛
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
す
。人
間
の
体
の
中
で
は

毎
日
ガ
ン
細
胞
な
ど
の
体
に
害

を
も
た
ら
す
細
胞
が
で
き
て
い

ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、免
疫
細

胞
が
連
動
し
て
死
滅
さ
せ
る
た

め
に
働
い
て
い
ま
す
。

　
免
疫
細
胞
の
六
割
は
腸
内
に

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。免
疫

力
を
高
め
る
善
玉
菌
は
乳
酸
菌

を
含
む
発
酵
食
品
を
食
べ
る
こ

と
で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
大
石
　
　
巌

副
委
員
長
　
楠
元
由
美
子

委
　
員
　
福
世
　
義
己

　
　
　
　
　
盛
　
純
一
郎

　
　
　
　
　
中
田
　
博
之

　
　
　
　
　
山
口
　
一
博

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

免
疫
力
を
高
め
て
ウ
イ
ル

ス
に
負
け
な
い
体
作
り
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